
 

学校全体で子ども達の力を育て高めていく 

校 長 遠 藤 隆 典  

先月末の運動会では、春の青空が広がる素晴らしい天候の下、４年ぶりに全校児童での運動会を実

施することができました。多くの保護者地域の皆さまにご参観いただき、ありがとうございました。 

全児童が大声で応援歌を歌い、全校競技や学年合同の競技を行う姿から、全校児童で一生懸命に

取り組む一体感の素晴らしさを感じました。 

運動会を通して、６年生を中心とした高学

年のリーダーシップや気持ちを切り替えて集

中する各学年のまとまりと力の高まりなど子

ども達の成長を実感することができました。 

この子ども達の成長は、全職員と児童が

練習や日々の生活の中で意識を高め、大切にしてきた努力の成果だと感じています。 

５月上旬に、子ども達の今後の成長へ向けた課題として、話をしっかり聞けているのか、気持ちを切

り替え集中できているか、など課題を全職員で交流し、全職員で育てるべき力へ向けた指導の重点化

を図ってきました。そして、毎日の授業や練習を通して、話を聞く意識や、気持ちを切り替えて集中し

て取り組む指導を積み重ねてきました。それが各場面での学年・学級の先生たちとの一体感につなが

り、気持ちを切り替え集中して取り組む力の高まりにつなげることができたのだと考えています。 

「全職員気持ちを合わせて学校全体で全児童の力を高めていこう！」と指導を重ねてきた教職員

と子ども達の頑張りが、運動会当日の子ども達の行動力と集中力に表れていました。これからも、学

校全体で子ども達の様々な力をしっかりと高めているよう全職員で思いと取組を共有・重点化して、

取り組んでいきます。 
 

皆さまのあたたかいサポートが、あたたかい学校づくりにつながっています！ 

稲穂小学校校舎前の花壇の美しい草木が、歩く子どもや保護

者、市民の目を楽しませています。ぜひご覧になってください。 

この花壇は、PTA サポート部、そして、地域のボランティアの皆

さまのあたたかい活動により大変丁寧に手入れされ、美しく維持

されています。２７，８年程前の校舎改築後 PTA・保護者の皆さんが

玄関前の花壇を美しくしていこうと集まり花を植えていた光景が

よみがえります。そして、その思いが継承され発展し、地域の皆さまの力をい

ただき、素晴らしい花壇となっていることに、感動しています。携わってくだ

さっている皆さまに心より感謝申し上げます。地域の皆さまのあたたかい心

があたたかい学校づくりに力になっています。ありがとうございます。 

★PTA サポート部に協力いただき、３年生が花壇にミニひまわりを一人一人ミニポットで植えました。花

壇に子ども達の関わりも増えたうれしい取組です。今週、ふた葉が出てきました。生長が楽しみです。 
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目指せ体力アップ！～しらかばホールと「チャレンジボール投げ」の取組より～ 

子ども達の「未来を切り拓く力、生きる力」を培っていく上で、体力は重要なポイントです。
子ども達の体力向上を図ることは、日本中の小学校で大切な取組になっています。 
自分の体力を知る目安の一つに体力テストがありますが、本市の児童もいくつかの種目で

課題がある状況が続いています。稲穂小としても、毎年、様々な工夫をして体力向上に取り
組んできましたが、今年度は、自ら意欲を持って挑戦し、楽しんで体力向上を図りたいと考え
ています。そこで、チャレンジマラソンに続いて２つの取組も始めました。 

①しらかばホールが練習会場に！ 

ホールの床に反復横跳び・立ち幅とびのラインテープが
貼られ、オリンピック選手が運動のポイントをアドバイスする
動画も観ることができます。 

②「チャレンジボール投げ」を開催！ 

体育館で、遠くからターゲットに向けてボールを投げる機
会をつくっています。多くの児童が、遠くに投げるポイント
を工夫しながら遠くを目指して投げています。 
 

どちらも、楽しみながら子ども達が自ら取り組んでいます。

楽しい取組を通して体力アップにつなげていきたいと考えて
います。 

★「チャレンジマラソン」に、毎回多くに児童が挑戦してくれてう

れしく思っていましたが、なんと６月１８日（日）の運河ロードレースに３０名近い児童がエントリーしてい

ます！これからも様々なことに楽しみながら挑戦する児童が増えていってほしいですね。 
 

「チャレンジ川柳！」（５月実施）川柳７９句が集まりました！ 
稲穂小児童の「自ら挑戦する心と行動力」を育てることを目標

にチャレンジ２０２３の取組を行っていますが、第２弾チャレンジ川

柳を行ったところ７９句の作品が集まりました。第１弾のチャレンジ

マラソンに続いての子ども達のやる気をうれしく感じました。 

情景が浮かんで来る作品や気持ちが伝わってくる作品が多く、

子どもらしい豊かな表現力にあたたかい気持ちが高まってきま

す。特に個々に響いた作品には、先生方が様々な賞をつけてくれ

ました。現在、しらかばホールに掲示してあります。 

チャレンジ川柳は、また、実施する予定です。自分の言葉を磨い

て表現豊かに川柳作りに挑戦する児童がさらに増えていくこと

を期待しています！ 

※新聞社の川柳募集に全作品を申し込んでいます。  
 

学校ホームページ・「学校安心メール」で情報をすみやかに！ 
保護者への情報提供をすみやかに効率よく行い、安心安全な学校生活へ、と考えています。 

学校からの連絡は、かつては文書配付によってが主でしたが、お便りや連絡文書・配布物が増えて

いる状況で、ペーパーレス化・デジタル化させていただいています。メールやアプリからの連絡が頻繁

に重なることがありますが、ご理解いただきますようお願いいたします。 

稲穂小ホームページは、教育活動の様子等が日々更新されています。また、重要連絡事項もすみ

やかに更新していきますので、ぜひご覧ください。 

★災害等で安心メールが機能しないことが想定されます。その場合は、ホームページですみやか

に連絡事項を伝えられるよう努力していきますので、万が一の時は、ご確認ください。 


